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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策等の効果を背景に、一部の企業の収益や雇用情勢の

改善傾向が見られましたが、一方で急激な円安に伴う原材料価格の高騰などにより実質賃金はマイナス傾向が継続してお

り、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

当社グループの中核事業である水産物卸売事業におきましても、消費者マインド低迷による節約・低価格志向や競争激

化に伴う市場外流通の増加などの影響から、厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、平成26年度から平成28年度まで３ヵ年の中期経営計画「ＭＭプラン３rd Stage」

を策定し、丸魚グループ全体の営業力の底上げ、販売力の強化を図り、また、経営理念であります安全で良質な商品と心

に感じるサービスにより、お客様に満足を提供し続けるべく、グループ一丸となって邁進して参りました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 42,954 百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ 1,411 百万円（△

3.2％）の減収となりましたが、経費削減に努めた結果、営業利益は 53 百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ 34 百

万円（180.2％）の増益となり、経常利益は287百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ30百万円（12.1％）の増益と

なりました。四半期純利益は前第３四半期連結累計期間に負ののれん発生益68百万円を特別利益に計上したこともあり、

230百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ67百万円（△22.7％）の減益となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（水産物卸売事業） 

売上高は34,728百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ1,609百万円（△4.4％）の減収となりましたが、営業利

益は54百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ34百万円（173.2％）の増益となりました。 

（水産物販売事業） 

売上高は8,032百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ214百万円(2.7％)の増収となり、営業損失は26百万円と

前第３四半期連結累計期間に比べ５百万円（前年同期 営業損失32百万円）の改善となりました。 

（不動産等賃貸事業） 

売上高は21百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ１百万円(9.1％)の増収となり、営業利益は20百万円と前第３

四半期連結累計期間に比べ２百万円（15.4％）の増益となりました。 

（運送事業） 

売上高は172百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ18百万円(△9.6％)の減収となり、営業利益は10百万円と前

第３四半期連結累計期間に比べ６百万円（△39.2％）の減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、22,383 百万円と前連結会計年度末に比べ5,025 百万円増加しました。

この主な要因は、受取手形及び売掛金の増加 2,985 百万円及び投資有価証券の時価評価等による増加 1,623 百万円による

ものであります。 

負債は、9,944百万円と前連結会計年度末に比べ3,834百万円増加しました。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増

加3,226百万円及び投資有価証券の時価評価に伴う長期繰延税金負債の増加572百万円によるものであります。 

純資産は、12,439百万円と前連結会計年度末に比べ1,190百万円増加しました。この主な要因は、利益剰余金の増加160

百万円及びその他有価証券評価差額金の増加1,033百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成 26 年５月 19 日に公表いたしました数値から変更はございません。なお、今回発表の１

株当たり予想当期純利益の計算は、当第３四半期連結会計期間末の期中平均株式数によっております。 
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２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,861 2,269 

受取手形及び売掛金 3,942 6,927 

有価証券 11 － 

商品及び製品 1,049 1,811 

その他 41 61 

貸倒引当金 △483 △544 

流動資産合計 7,423 10,525 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 987 945 

土地 771 987 

リース資産（純額） 59 93 

建設仮勘定 12 2 

その他（純額） 65 59 

有形固定資産合計 1,895 2,088 

無形固定資産    

ソフトウエア 133 241 

その他 10 10 

無形固定資産合計 144 251 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,802 9,425 

長期貸付金 9 12 

破産更生債権等 529 521 

その他 68 68 

貸倒引当金 △513 △509 

投資その他の資産合計 7,896 9,518 

固定資産合計 9,935 11,858 

資産合計 17,358 22,383 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,775 6,001 

未払法人税等 29 14 

引当金 59 14 

その他 278 395 

流動負債合計 3,143 6,426 

固定負債    

役員退職慰労引当金 150 － 

退職給付に係る負債 691 651 

資産除去債務 30 31 

長期未払金 － 145 

繰延税金負債 1,802 2,375 

その他 292 314 

固定負債合計 2,966 3,518 

負債合計 6,110 9,944 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,541 1,541 

資本剰余金 376 376 

利益剰余金 6,241 6,402 

自己株式 △102 △103 

株主資本合計 8,058 8,216 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,186 4,219 

その他の包括利益累計額合計 3,186 4,219 

少数株主持分 3 2 

純資産合計 11,248 12,439 

負債純資産合計 17,358 22,383 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 44,366 42,954 

売上原価 41,437 40,114 

売上総利益 2,928 2,839 

販売費及び一般管理費 2,908 2,785 

営業利益 19 53 

営業外収益    

受取利息 9 10 

受取配当金 171 179 

その他 58 47 

営業外収益合計 238 238 

営業外費用    

支払利息 1 1 

デリバティブ評価損 0 3 

その他 0 0 

営業外費用合計 2 5 

経常利益 256 287 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 12 2 

負ののれん発生益 68 0 

特別利益合計 80 2 

特別損失    

固定資産除却損 － 1 

特別損失合計 － 1 

税金等調整前四半期純利益 336 287 

法人税、住民税及び事業税 38 58 

法人税等調整額 △1 △1 

法人税等合計 37 56 

少数株主損益調整前四半期純利益 299 231 

少数株主利益 0 0 

四半期純利益 298 230 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 299 231 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 288 1,033 

その他の包括利益合計 288 1,033 

四半期包括利益 588 1,264 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 590 1,264 

少数株主に係る四半期包括利益 △2 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （セグメント情報等） 

セグメント情報 

    Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 36,337 7,817 19 190 44,366 － 44,366 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
2,753 151 45 94 3,046 △3,046 － 

計 39,091 7,969 65 285 47,412 △3,046 44,366 

セグメント利益又は損失

（△） 
20 △32 18 16 22 △2 19 

（注）１．セグメント利益の調整額△２百万円は、棚卸資産の未実現利益△２百万円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
     ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （重要な負ののれん発生益） 

「水産物卸売事業」セグメントにおいて、川崎丸魚株式会社の株式 20,000 株を追加取得したことに伴い、

負ののれん発生益１百万円を計上しております。 

また、1,745,470 株を株式交換により追加取得し、完全子会社としたことに伴い、負ののれん発生益 66 百

万円を計上しております。 

 なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては 67 百万円であ

ります。 

 「水産物販売事業」セグメントにおいて、館山丸魚株式会社の株式1,300株を追加取得しております。なお、

当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては０百万円であります。 

 
    Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 34,728 8,032 21 172 42,954 － 42,954 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
2,847 137 45 92 3,123 △3,123 － 

計 37,575 8,169 67 264 46,078 △3,123 42,954 

セグメント利益又は損失

（△） 
54 △26 20 10 58 △5 53 

（注）１．セグメント利益の調整額△５百万円は、棚卸資産の未実現利益△５百万円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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